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高齢者の“通いの場”への参加により 

健康・暮らし・幸せに期待される効果は？ 
～34指標による総合的な評価～ 

 

高齢者が定期的に集まり、体操や趣味活動などを行う通いの場は日本の介護予防の重要施策の

1つであり、ほぼ全ての市町村で導入されています。通いの場参加による介護予防効果がわかってき

ていますが、健康・暮らし・幸せに関する総合的な評価は行われていませんでした。そこで、全国２１

市町の高齢者4,232人（一部5,879人）のデータを分析し、2016年の通いの場参加と2019年の健

康・暮らし・幸せに関する34指標との関連を検証しました。その結果、通いの場参加者は、参加して

いない者と比較し、2019年の生活機能が良好で、地域組織（趣味、学習・教養サークル、老人クラ

ブ、ボランティア）参加頻度、会った友人の数が多くなっていました。通いの場は、生活機能維持や社

会的交流の促進を通じ、高齢者の介護予防に貢献している可能性が示されました。 

 お問合せ先： 千葉大学予防医学センター 特任助教 井手一茂 ide.k@chiba-u.jp  
 

 

図：通いの場参加と健康・暮らし・幸せに関する34指標の関連 

性別、年齢、教育歴、等価所得、就労状況、婚姻状況、独居、人口密度、日常生活自立度、健康・well-being指標の影響を考慮 

P値（結果の確からしさ）はp<0.0015より確かな関連、p<0.001、p<0.05と順に結果の確からしさが弱くなることを意味する 
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■背景 

高齢者が定期的に集まり、体操や趣味活動などを行う“通いの場”は日本の介護予防の重要施策の1つであり、

ほぼ全ての市町村で導入されています。これまで、通いの場参加による介護予防効果は報告されてきましたが、健

康・暮らし・幸せに関する総合的な評価は行われていませんでした。そこで、本研究では、通いの場参加と健康・暮

らし・幸せに関する34指標の関連を検証することとしました。 

 

■対象と方法 

日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study: JAGES）２０１３・２０１６・２０１９年調査データ

を用い、縦断研究を実施しました。対象は21市町の高齢者4,232人（一部5,879人）でした。通いの場参加は2016

年時点の参加あり・なしで定義しました。健康・暮らし・幸せの指標として、6分野（1.身体/認知的健康、2.精神的健

康、3.心理的ウェルビーイング、4.社会的ウェルビーイング、5.利他的行動、6.健康行動）34指標を2019年時点で

評価しました。通いの場参加と健康・well-being指標に影響する要因として、２０１３年時点の性別、年齢、教育歴、

等価所得、就労状況、婚姻状況、独居、人口密度、日常生活自立度、健康・暮らし・幸せに関する指標を調整しま

した。統計学的分析として、線形回帰分析、ロジステック回帰分析、修正ポアソン回帰分析を行いました。 

 

■結果 

2016年時点の通いの場参加者は658人(15.5%)でした。通いの場参加者は非参加者と比較し、2019年時点の

生活機能が良好、趣味、老人クラブ、学習・教養サークル、ボランティア参加頻度が高く、会った友人の数が多くな

っていました。糖尿病、うつ兆候、希望なし、スポーツ・特技伝達参加頻度、友人と会う頻度、外出頻度、健診：検

診受診、野菜果物摂取頻度は通いの場参加者でわずかに良好な関連を示していました。 

 

■結論・本研究の意義 

 通いの場は、広範な健康・暮らし・幸せに関する指標と良好な関連を認め、特に生活機能維持や社会的交流の

促進を通じ、高齢者の介護予防に貢献している可能性が示されました。今後、新型コロナウイルス流行による影響

で減少した社会的なつながりを取り戻すためにも通いの場が重要な役割を果たすと考えられます。 
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